
 

 

（財）岐阜県サッカー協会  

キッズ委員会 委員長 

柴田  優 

     第 10回キッズエリート交流戦 2022 開催要項      

1      目的 

県内各地区、市町村で「サッカーが大好きでもっとうまくなりたい子」が集まり継続的に活

動している「キッズエリートスクール」に参加している選手が、交流戦に参加することで互

いに刺激を受け合う機会とする。 

2      主催 （一財）岐阜県サッカー協会  

3      主管 （一財）岐阜県サッカー協会 キッズ委員会 

4      参加チーム 各務原・本巣/瑞穂・羽島・中濃・郡上・多治見・土岐/瑞浪・中津川/恵那・飛騨 

（計９チーム） 

5      日時      3年生の部 【U9】   

     集合時間：2023年３月 4日（土曜日）8：30～12：30（受付；8：00） 

     会場：各務原フェニックスフィールド（人工芝グランド） 

 試合形式  

⚽ 6人制（GK含む ）（少年コート 3面） 

⚽ 3ピリオド（8分-1分-8分-1分-8分） 

⚽ 【3グループ】に分け【各 3チーム】のリーグ戦を行う。→順位決定後、決勝トーナメントへ進む！ 

⚽ グループリーグの順位は下記のように決定する。 

 ① 勝点の多いチーム（勝－３点、引分け－１点、敗－０点） 

 ② 勝点が同点の場合は、得失点差、総得点、直接対戦成績の順とする。 

 ③ いずれも同点の場合は、ＰＫ（３人）方式によって決する。 

 ルール  

⚽ 日本サッカ－協会「サッカ－競技規則」に準ずる。 

⚽ 審判 1人制 

⚽ ボールのインプレ―；3種類（キックイン・スローイン・ドリブルイン）から選択 

⚽ ＧＫからのキックは、直接ハーフエーラインを超えないこと。 

6      目指す姿 その年代の発達段階を理解し「ゴールキーパーからつなぐサッカー」、 

「むやみに蹴らないサッカー」、「プレーの意図が感じられるサッカー」 

① 「ボールと自分」 →常に単独ドリブル or蹴る 

② 「ボールと自分」＋仲間（相手）  →２人の関係を作る、周りを使う 

③ 「ボールと自分」＋仲間（相手）＋スペース →グループで有利になる、周りを利用する 

7       ルールの基本的考え方 

  ＊審判１人制を採用する事により、選手のフェアープレー精神を養う。 

  ＊審判員を信頼し、判定に対して不平不満を表さない。 

  ＊審判員の決定に従いつつ、ラインアウトについてはプレーヤから申告するフェアな 

姿勢を養う。 

  ＊指導者や保護者など、大人のフェアープレー精神も養う。 

８      表彰 

  大会メダル授与 （優勝・2位・3位）  

★各チーム優秀選手賞 その他・参加賞 



 

 

 

（財）岐阜県サッカー協会  

キッズ委員会 委員長 

柴田  優 

     第 10回キッズエリート交流戦 2022 開催要項      

1      目的 

県内各地区、市町村で「サッカーが大好きでもっとうまくなりたい子」が集まり継続的に活

動している「キッズエリートスクール」に参加している選手が、交流戦に参加することで互

いに刺激を受け合う機会とする。 

2      主催 （一財）岐阜県サッカー協会  

3      主管 （一財）岐阜県サッカー協会 キッズ委員会 

4      参加チーム 各務原・本巣/瑞穂・羽島・中濃・郡上・多治見・土岐/瑞浪・中津川/恵那・飛騨 

（計９チーム） 

5      日時      4年生の部 【U10】   

     集合時間：2023年３月 4日（土曜日）13：00～17：00（受付；12：30） 

     会場：各務原フェニックスフィールド（人工芝グランド） 

 試合形式  

⚽ 6人制（GK含む ）（少年コート 3面） 

⚽ 3ピリオド（8分-1分-8分-1分-8分） 

⚽ 【3グループ】に分け【各 3チーム】のリーグ戦を行う。→順位決定後、決勝トーナメントへ進む！ 

⚽ グループリーグの順位は下記のように決定する。 

 ① 勝点の多いチーム（勝－３点、引分け－１点、敗－０点） 

 ② 勝点が同点の場合は、得失点差、総得点、直接対戦成績の順とする。 

 ③ いずれも同点の場合は、ＰＫ（３人）方式によって決する。 

 ルール  

⚽ 日本サッカ－協会「サッカ－競技規則」に準ずる。 

⚽ 審判 1人制 

⚽ ボールのインプレ―；3種類（キックイン・スローイン・ドリブルイン）から選択 

⚽ ＧＫからのキックは、直接ハーフエーラインを超えないこと。 

6      目指す姿 その年代の発達段階を理解し「ゴールキーパーからつなぐサッカー」、 

「むやみに蹴らないサッカー」、「プレーの意図が感じられるサッカー」 

① 「ボールと自分」 →常に単独ドリブル or蹴る 

② 「ボールと自分」＋仲間（相手）  →２人の関係を作る、周りを使う 

③ 「ボールと自分」＋仲間（相手）＋スペース →グループで有利になる、周りを利用する 

7       ルールの基本的考え方 

  ＊審判１人制を採用する事により、選手のフェアープレー精神を養う。 

  ＊審判員を信頼し、判定に対して不平不満を表さない。 

  ＊審判員の決定に従いつつ、ラインアウトについてはプレーヤから申告するフェアな 

姿勢を養う。 

  ＊指導者や保護者など、大人のフェアープレー精神も養う。 

８      表彰 

  大会メダル授与 （優勝・2位・3位）  

★各チーム優秀選手賞 その他・参加賞 


